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R私の原風景
　私事ですが、原風景のように懐かしく思い出されること
があります。両親が共働きだったこともあり、幼少期の私は
伯母の家に預けられていました。ある日のこと、私が伯母
に手を引かれて道を歩いていると、前方から男の人が歩い
てきました。伯母は「こんにちは」と会釈をしたのです。男
の人とすれ違った後、「おばちゃん、今の人知ってる人？」と
聞くと、「ううん。知らん人やけどな、こうやって挨拶するんや」
と伯母は答えました。いつごろのことだったのか覚えていま
せんが、人と出会ったときの心構えを教わった気がします。

R自然との出会い
　自然との出会いもありました。海では、砂浜が熱くて素
足で小走りしたこと。水中メガネで魚を見たときの驚き。百
名山で最初に登ったのは、郷里の伊吹山でした。海抜０ｍ
から上った利尻富士から見たご来光。至仏山の下山では膝
が笑いました。一度限りだったとしても、鮮明に覚えている
のはそこに感動があるからでしょう。
　自然は、美しさも過酷な姿も見せてくれます。抜けるよう
な青空、林の中でふと見上げた若葉の柔らかな緑、車窓か
ら見た大雪、通過を待つしかなかった台風。そこに行かな
いと見られない、感じられない自然にも、たくさん出会って
きました。これらは、家族、友人など多くの人のお蔭で体
験できたことです。

R子どもが人に出会うこと
　生まれてしばらくの間、赤ちゃんはただ笑います。これを
生理的微笑み（ほほえみ）と呼び、周りの大人たちにかわい

がってもらうためにするのではないかと考えられ
ています。生理的微笑みはやがてなくなりますが、
自分が笑うことで大人たちが喜んでくれると学習
すると、本当にあやすと笑うようになってきます。
言葉も、何千回、何万回と声をかけられて覚えて
いきます。親やきょうだいとのやり取りから始まり、
親戚、近所の人たち、そして保育園や幼稚園、学
校、社会とたくさんの人と関わり、子どもは育って
いきます。私たちはそのようにして大人になりま
した。誰にでもそれは保障されるべきものです。

R自分が必要とされていると思えること
　一緒に食べる、遊ぶ、歌う、学ぶ、運動する…人と何かを
することは楽しいことです。でも、それにも増して大切なこ
とは、人とのやり取りの中から生まれます。誰かに何かをし
てもらうと、喜びや感謝を感じます。大切にされると、今度
は喜んでもらいたいと思い、誰かに何かをすることができる
ようになります。きっと、生きるちからのようなものは、自
分が他者から必要とされていると思えるところから湧いてく
るのではないでしょうか。

R出会いに感謝!
　至らない私ですが、たくさんの人から育ててもらいました。
障害のあるお子さんとご家族と出会い、そのお蔭で今があ
ります。心より感謝しています。
　「令和」という新しい時代が始まります。皆さんにとって、
素敵な新しい出会いがあることを心より願っています。

うりずん通信・テレマカシーうりずん通信・テレマカシー

認定特定非営利活動法人「うりずん」からの便り

うりずんとは…「潤う」と水が土にしみとおる「染む」からなる言葉で、沖縄の若夏をあらわします。さわやかな南風が吹き、野山は緑にあふれます。
　　　　　　　 うりずんのようにやさしい風に包まれて、ゆったりとした時間を過ごしていただきたいという思いから名付けられました。
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テーマ：新しい出会い

私たちの住む地域のどこかで、
重い障がいを抱えた子どもたちと
24時間その子どもを介護している家族が暮らしています。
うりずんは、子どもたちが友だちと楽しく遊び、
両親は介護から離れひと休みできる場所です。
障がいを持った子どもと家族に
「普通」に暮らすことができる社会を目指しています。

うりずんの想い

そらぷちでの出会いが笑顔になりました！
（2019年3月　そらぷちキッズキャンプ報告会より）

新緑の季節となりました
お元気でお過ごしでしょうか
いつも応援ありがとうございます

～出会いに感謝!～
認定特定非営利活動法人うりずん

理事長　髙 橋 昭 彦
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名前：荒井稀葵さん（まれくん）
学年・年齢：高等部1年

好 きなこと：
　 テレビ観る事（お笑い番
組、スポーツ、クイズ）、
ゲーム（DS スイッチ）
嫌 いなこと：
　大きな音、せまいところ、
　暗いところ
う りずんて
どんなところ？：
　ゆったり、まったり、で
　きるね～。（本人が）
　 楽しくすごせるね～。（本
人が）

うりずんの仲間たち

ニックネーム：力石美和さん（みわたん）
学年・年齢：2歳 3ヶ月

好 きなこと：でんでん太鼓、明るい音楽、たかい　
たかい
嫌 いなこと：髪の毛をしばる、くつした、あついと
ころ
う りずんてどんなところ？：お外に出るきっかけを
作ってくれたところ。たくさんの経験をさせてい
ただき、たくさん成長できるところ。
メ ッセージ：うりずんに通ってから、無理だと諦め
てたことが、たくさん出来るようになりました。
スタッフのみなさんには、ほんとに感謝しかあり
ません。いつも笑顔で迎えてくれて、いつも安心
して預けられます。いつもありがとうございます。

ご家族に伺いました♪

2019年度うりずん新規事業ご案内

　宇都宮市徳次郎町に移転し、この4月で4年目を迎えまし

た。利用者数も年々増え、スタッフも増え、毎日賑やかに、

たくさんの笑顔と笑いに包まれた毎日を過ごしております。

　先日、ご利用者様ご家族の方にニーズ調査を実施させてい

ただきました。その中で、特にご要望が多かったのは、入浴

支援を含めた生活介護事業と短期入所（お泊り）でした。

　「高校卒業後、安心して楽しく過ごせる学校に代わる通え

る場所」、「身体の成長は喜ばしいことですが、自宅での入浴

が大変です」、「もし家族に何かあったときに、泊まりを含め

てお願い出来る場所」、「親が介護できなくなったときに地域

で暮らせる仕組みがあったらいいな」…等、多くのご意見を

いただきました。

　そんなご利用者様のニーズに全てお応えできればいいので

すが、新たな事業を開始するには、その場所と人員、そして

資金が必要です。現在のうりずんで、始められることは何か…、

と検討を重ね、うりずんがこれまで行ってきた医療的ケア対

応の日中一時支援事業の定員を少し増やし、高校卒業後の方

を対象とした曜日固定受け入れを2019年 4月より開始す

ることといたしました。18歳以降のご利用者様の人数も年々

増え、今後も増えることが予想されます。

　今年度は、火曜日と水曜日に定員3名で、曜日固定受け入

れを行います。曜日固定受け入れの方を対象に、入浴支援も

検討していく予定です。ただ、日中一時支援には入浴加算は

ないため、地域のニーズにお応えすることと、法人運営との

両方を考えていかなければなりません。また、人員の関係で、

送迎対応は行えないままであることも大変心苦しく思ってお

ります。

　まだまだ十分ではありませんが、目の前の必要なことにス

タッフ一丸となり、皆様のご理解とご協力をいただきながら、

取り組んで行きたいと思います。

　今後ともよろしくお願い申し上げます。

管理者　今泉あゆ美

　相談支援事業所うりずん（事業所名ゆくゆん…沖縄の言葉

で、休みましょう）2019年3月1日付で申請認可されました。

指定特定相談支援事業・障害児相談支援事業です。

　障害福祉サービスの利用を希望する障がいのある方、障

がい児の保護者等から依頼を受け「サービス等利用計画」を

作成し、一定期間ごとにモニタリングを行う等の支援（計

画相談支援）を実施するほか、様々な相談を受け支援を行

います。

＜相談方法＞
　 うりずん（ゆくゆん）への来所や、電話での相談ほか、ご

自宅へお伺いすることもできます。

＜利用の流れ＞
　 ☆受付・申請　☆事業所との契約　☆サービス等利用計

画案を作成するまでの相談の対応　☆支給決定　☆サー

ビス担当者会議　☆サービス利用・サービス提供事業所

等やサービス担当者との連絡調整　☆モニタリング／見

直し等

＜営業日・時間＞
　月～金（祝祭日、年末年始、お盆、国民の祝日を除く）　

　午前9時から午後5時

＜実施地域＞
　宇都宮市
＜連絡先＞
　TEL＆FAX　028-678-3606
　担当　渡辺みゆき

　　　　（相談支援専門員）

◆日中一時支援（医療的ケア対応）成人の方の曜日固定受け入れを開始します♪

◆相談支援事業「ゆくゆん」始まりました♪



かぽか陽気の3月15日。今年

も、児童発達支援はりゆんの卒

園式が行われました。

　今回、卒園されたのは1名。お休

みが続いていたので、少し心配もあ

りましたが、卒園式に合わせて体調を

整えて参加していただけました。式は、

ゆったりと和やかに進み、卒園証書を

受け取る姿がとても凛々しく、印象的

でした。式の後は、お楽しみの会食！

　今回は、在園児も参加し、思い出話

に花がさきました。

りゆん発表会を3月 25日と

28日の2日に分かれて実施し

ました。昨年までは、保護者参観を

開いていたのですが、今回は活動の

発表会という形式で「おおきなかぶ」

の発表をしました。

どもたちが動物になり、「おおきなはたけ」の手遊びや、「どうぶつ体操」で元

気いっぱい体操している姿を見ていただきました。初の試みで子ども達もスタ

ッフも緊張でいっぱいでしたが、少ない練習日のなか、練習に集中し、本番では保護

者の方々からたくさんの拍手をいただきました。

❸
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児童発達支援管理責任者　齋藤志津香
●平成31年1月～3月のご利用状況　　（人）
1月
88

2月
104

3月
132

合 計
324

＊ いずれも延べご利用人数です

●平成31年1月～3月のご来所状況　  （人）

見　学　者
ボランティア
計

1月
25
17
42

2月
36
18
54

3月
70
12
82

合 計
131
47
178

●現在の登録状況……… 57名（3月31日現在）

日中一時支援事業

●現在の登録状況……… 19名（3月31日現在）
居宅介護事業

●現在の登録状況……… 16名（3月31日現在）
移動支援事業

※ 詳細につきましては、認定ＮＰＯ法人うりずんHP
「事業所案内　活動報告」をご参照ください。

＊ 児童発達支援 ……………………… 12名
＊ 放課後等デイサービス …………… 17名

●現在の登録状況（3月31日現在）

児童発達支援・放課後等デイサービス事業
●平成31年1月～3月のご利用状況　　（人）

児童発達支援
放課後等デイサービス

1月
60
87

2月
75
86

3月
73
71

合 計
208
244

＊ いずれも延べご利用人数です

●現在の登録状況　1名（3月31日現在）

居宅訪問型保育事業
●平成31年1月～3月のご利用状況　　（人）
1月
18

2月
19

3月
20

合 計
57

＊ いずれも延べご利用人数です

見学・ボランティア等ご来所者数

ぽ

は

子

うりずん日記うりずん日記

はりゆん発表会

卒園しました♪

うんとこしょっ！ どっこいっしょっ！！

　
　2018年11月30日、柴田大貴くんが天に召されました。
享年5歳でした。
　初めのころは、テーブルをつたい歩きしながら、「楽しい
ものはないか」とキラキラした目で探している様子が印象
的でした。ぐんぐん成長し、自由に歩けるようになり幼稚園
に入るため、4歳ではりゆんを卒園しました。
　大貴くんとの出会いは、私たちにとってかけがえのない
ものでした。心よりご冥福をお祈り申し上げます。

 お星さまになった お星さまになった お星さまになった

もらっ
たよ～



うりずん通信

❹

　「うりずん通信・テレマカシー」は年4回の
発行となります。一回の発行費用に、印刷・郵
送代などで15万円ほど必要となります。そこ
で、広告代として通信発行を支援していただけ
る協賛企業様を一口1万円で募集いたします。
　次号掲載のご希望
の方は6月中旬までに
NPO法人うりずんまで
ご連絡ください。皆様
方のご協賛・ご支援を
宜しくお願い申し上げ
ます。

ＮＰＯ法人うりずんでは
通信発行をご支援してくださる

協賛企業様を随時募集しております。

協賛企業様

キープキャリエール

あなたのキャリアにエールを
＜事業内容＞医療的ケアが必要な子どものレ
スパイトケア、ホームヘルプ、児童発達支援、
放課後等デイサービス、訪問看護など。

詳細はうりずんまでお問い合わせください。スタッフ一同、心よりお待ちしております。

☎ 028-601-7733（日・祝祭日はお休みです）連絡先

スタッフ募集

子ども達の笑顔に癒される毎日です！私たちと一緒に
笑顔いっぱいのうりずんを作りませんか？

うりずんでは、職員（常勤・非常勤）を

募集しています！
＜募集職種＞
看護師・介護福祉士・ヘルパー・OT・PT・
ST・保育士・相談支援専門員（障がい分野
での相談支援業務経験者のみ）

　障がい福祉分野を経験された方やこれから
経験したい方で、うりずんの事業に関心のあ
る方、新事業立ち上げに興味のある方…是非
うりずんで一緒に働きませんか！

　今回ご紹介するのは、北海道の銘菓『三方六（さんぽう
ろく）』です。先日、赴任先の札幌から帰郷した実兄の手
土産でバームクーヘン好きの私にはたまらない一品です。
　開拓時代の薪の割り方が名前の由来です。ずっしりとし
て見た目がまず美しく、薪の形をしたバームクーヘンにホ
ワイトチョコとミルクチョコを薄くかけ白樺の木肌を表現。

職人の技が感じられます。チョコ
のコーティングが乾燥を防ぎ、し
っとり感をキープすることができるそうです。
しっとりとした生地は素材の優しい甘さが引き
立ち上品なホワイトチョコとうまく絡み合いま
す。一口サイズの小割もあります。詳しくはオ

ンラインショップ
www.ryugetsu.
co.jp のラインナ
ップでご覧くださ
い。（プレーン1
本630円～）
　バームクーヘン
は牛乳とよく合いますが、私はやっぱりコーヒーで頂きま

す。このひとときが自分へのご褒美です。(^o^)v　　　　　（髙橋陽子）
■株式会社　柳月
　〒080-0342　北海道河東郡音更町下音更北９西18-2
　注文ダイヤル　0120-25-5566

ボランティア
も募集しています！

★ 平日の午前（9:00～14:00）、午後
（14:00～18:00）、土曜勤務可能なパー
ト保育士、介護職、看護師を急募中です！
（勤務時間等応相談）

急
募
中

三方六
さんぽうろく

年2月11日（祝）自治医科大学地域医療情報研修センター

において、『認知症を通じて、誰もが自分らしく活きるこ

とを考える～自分らしく活きるために必要なこと～』をテーマ

に、第23回在宅ケアネットワーク栃木の総会・シンポジウム（大

会長　永島徹さん）が開催されました。

　午前中は、厚生労働省老健局の余語卓人さんより「認知症施

策の今とこれからについて」と題して講話があり、「認知症施

策推進総合戦略」や「認知症サポーター養成講座」等の施策の

概要や状況等の課題について話されました。

　午後は、長谷川洋さんから長谷川式スケールの作成者でも

あるお父様の歩みとお父様が認知症になられた話を伺いま

した。

　柔らかな語りの中に、医師として家族として、認知症の方

への暖かな思いにあふれる講演でした。最後に、若年性認知

症の方のご家族の方と支援者による座談会が行われました。

その方を理解してその方と家族が望む普通の暮らしを地域で

どう実現させていくか、そのためにはまず応援団を増やして

いくこと、そして、支援者は、積極的に出向き人の力や空間

の力を使いその方々に「機会」を増やすことが大切であると

感じました。

＊

知症の方々へのいい関わりは誰にとってもいい関わりで

あることを考え、今回の研修で学んだことを日々の生活

にも活かしていきたいと思いました。　　　　　　（金子洋子）

2019

認

みちびきのあなたへ KOMAY

私の小さな手を取って

光の中へ連れ出してくれた 少し前行くあなたの背中を

見つめて呟く「ありがとう。」 私の世界を変えてくれた

新しい春の奇跡の出会いに…

第23回　在宅ケアネットワーク栃木　　　　　　　　　　　　　　　　2月11日（祝）開催

　『 自分らしく活きるために必要なこと』



福島県 宇都宮市　黒崎　ヒロ 宇都宮市　原澤　弘一 日光市　　神山　光弘 栃木市　　金坂　雅子 千葉県 東大和市　下川　和洋 京都府

郡山市　　舘野智恵子 　　　　　佐藤　崇生 　　　　　半沢美恵子 　　　　木村内科医院 足利市　　鈴木　理恵 印西市 八王子市 八王子山王病院 京都市　　藤原　久子

栃木県 　　　　　齋藤みつい 　　　　　平野　浩視 　　　　　大門　泰子 益子町　　青木　年江 印西ウィングヒルチャペル 立川市　　竹迫　弥生 大阪府

宇都宮市　秋野　　毅 　　　　　下泉　秀夫 　　　　　廣瀬　芳子 　　　　　手塚由里子 茨城県 　　　　　ブレス㈱ 神奈川県 大阪市　　松本　朋子

　　　　　阿久津弘三 　　　　　助名　善夫 　　　　　船瀬　安子 　　　　　沼尾　泰子 水戸市　　秋根　　大 千葉市　　前野　由美 川崎市　　村上紀美子 　　　　　吉川かおり

　　　　　安藤　　保 　　　　　助名真由香 　　　　　牧田三津子 　　　　　橋本　　誠 石岡市　　谷島　直子 東京都 横浜市　　志保田俊男 池田市　　髙橋　昭夫

　　　　　市瀬　俊子 　　　　　大門　雅樹 　　　　　武藤　高茂 　　　　　山口健太郎 つくば市　手塚　文栄 江戸川区　清水　勝利 　　　　　牧野カツコ 奈良県

宇都宮中央ライオンズクラブ 　　　　　田村　雅子 　　　　　米良　聖子 さくら市　君嶋　福芳 筑西市　　三反﨑則子 港区　　　酒井三貴子 　　　　　㈲ヒロ薬局 橿原市　　加藤　久和

　　　　　大房　寿男 　　　　　田村　嘉應 　　　　　柳田　敦子 那須塩原市　日下部　慎 埼玉県 新宿区　　佐藤　好美 山梨県 三重県

学校法人聖公会北関東学園
愛隣幼稚園

　　　　　千嶋　　巌 　　　　　山中　節子 　　　　　齋藤　茂子 本庄市　　坂本喜久枝 杉並区　　磯崎　　慶 甲府市　 伊勢市　　遠藤太久郎

　　　　　塚田　貴子 　　　　　渡邊恵美子 　　　　　髙根澤　孝 川口市　　齋藤　喜作 世田谷区　上原　靖之 NPO法人みつばのくろーばー 鳥取県

　　　　　金子　徳代 手織教室（水曜コース）
渡辺惠美子

　　　　　渡邊　一榮 真岡市　　菊池　浩史 入間市　　山口　礼子 　　　　　大瀧　　潮 静岡県 米子市　　前垣　義弘

　　　　　菊地　和子 ボランティアグループ　わおん 下野市　　岡島　美朗 さいたま市　渡邊　　誠 大田区　　荒木　光子 伊豆の国市　木内　由美 福岡県

　　　　　岸本　文嘉 　　　　　床井　忠夫 日光市　　大久保　隆 　　　　　小島　好子 川越市　　森脇　浩一 文京区　　吉野　浩之 岐阜県 久留米市　福田　清一

　　　　　黒﨑由美子 　　　　　日光総業㈱ 　　　　　大嶋　洋子 　　　　　本間　洋子 鳩山町　　荒川　博美 練馬区　　櫻林郁之介 岐阜市　　今枝みどり 熊本県

　　　　　小林　英二 　　　　　野呂　和子 　　　　　加藤　浩治 小山市　　大山　千加 　　　　　高久　史麿 滋賀県 熊本市　　岡田　誠治

　　　　　駒場　哲子 　㈱共栄　林　　紀尚 　　　　　神山　光弘 栃木市　　青木浩一郎 多摩市　　楠本　郁子 米原市　　小椋　一司

北海道 宇都宮市　小林　英二 宇都宮市　床井　忠夫 さくら市　加藤　朋子 茨城県 杉並区　　磯崎　　慶 川崎市　　吉原由美子 奈良県

函館市　　高橋あけみ 　　　　　坂本　士郎 　　　　　新見　　徹 　　　　　君嶋　福芳 水戸市　　秋根　　大 世田谷区　大熊由紀子 静岡県 橿原市　　加藤　久和

岩手県 　　　　　櫻井　則子 　　　　　早川美奈子 矢板市　　濱野　将行 埼玉県 大田区　　荒木　光子 伊豆の国市　木内　由美 岡山県

盛岡市　　菅野　寿枝 　　　　　佐藤　崇生 　　　　　日野　公子 下野市　　本間　洋子 さいたま市　永井　秀雄 文京区　　吉野　浩之 滋賀県 岡山市　　髙橋　索真

栃木県 　　　　　下泉　秀夫 　　　　　廣瀬　芳子 下野市　　田村　　隆 越谷市　　豊田三枝子 北区　　　篠崎とし子 大津市　　小谷　彌生 鳥取県

宇都宮市　阿久津弘三   　　　　　助名　善夫 　　　　　船津　　祥 　　　　　中村　　旬 和光市　　浅野　政子 東大和市　下川　和洋 大津市　　鈴木　順子 米子市　　福谷　紀男

　　　　　植木　　茂 　　　　　関端　榮子 　　　　　米良　聖子 栃木市　　大澤　光司 千葉県 神奈川県 兵庫県 熊本県

　　　　　大房　寿男 　　　　　高城　健嗣 　　　　　渡邊恵美子 　　　　　川嶋　陽子 千葉市　　前野　由美 横浜市　　志保田俊男 神戸市　　泉　　和秀 熊本市　　磯部　雅子

　　　　　落合　紀子 　　　　　高野　博子 鹿沼市　　倉松　俊弘 佐野市　　小川　春代 東金市　　高橋　淳子 　　　　　中畝　治子 京都府

　　　　　金田千恵子 　　　　　田村　雅子 日光市　　大野　敦史 上三川町　金子　悦子 東京都 　　　　　牧野カツコ 京都市　　宮田　淳子

　　　　　濫觴　章子 　　　　　塚田　貴子 　　　　　川村　和枝 壬生町　　前原　　操 江戸川区　清水　勝利 川崎市　　小竿　順子 大阪府

　　　　　岸本　文嘉   手織教室　渡辺惠美子 　　　　　手塚由里子 新宿区　　佐藤　好美 　　　　　村上紀美子 大阪市　　松本　朋子
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ご寄付　2,853,961円をいただきました。ご支援ありがとうございました。

■団体賛助会員　（総数124団体）中、15団体が入会・更新くださいました。

NPO法人うりずん寄付者名簿（敬称略） 2019年1月1日～ 2019年3月31日（到着分）

○賛助会員のお申し込みの場合
　個人年会費（　3,000 円）
　団体年会費（10,000 円）　のどちらかを選択してください

【各種振込先のご案内】
　振込みは、ゆうちょ銀行の専用口座へお願いします。
　（誠に恐縮ですが、手数料は別途ご負担をお願い申し上げます）
＜ゆうちょ銀行からのお振込み＞
　口座番号：00110-4-441471
　口座名：特定非営利活動法人うりずん

＜ゆうちょ銀行以外からのお振込み＞
　〇一九店（ゼロイチキュウ店）　当座：0441471
【オンライン寄付】
　うりずんのホームページ（http://www.npourizn.org/）からもご
寄付と賛助会員のオンライン決済ができます。（ビザかマスターカード
に限ります）
【寄付金額の最大 50％が税金から戻ってきます !】
　「うりずん」は「認定NPO法人」のため、うりずんへの寄付と賛助会
費には確定申告の際、税制上の優遇措置が受けられます。（手続きにつ
いては、最寄の税務署等にお問合せください）

■個人賛助会員　（総数924名）中、73名の方が入会・更新くださいました（うち匿名8名）

　重症障がい児者と家族への支援は緊急を要します。しかし行政の財政補助等は限られており、うりずんが支援活動を続けていくため
には、皆様からのご支援がほんとうに必要です。今後ともご支援くださいますようお願い申し上げます。

宮城県 栃木県 鹿沼市　　㈲つくも薬局 高根沢町　谷口医院

大崎市　　医療法人心の郷　穂波の郷クリニック 宇都宮市　栃木県済生会宇都宮病院 那須塩原市　さいとうクリニック 石川県

栃木県 　　　　　栃木トヨタ整備㈱ 下野市　　おかべこどもクリニック 小松市　　ＮＰＯ法人いのちにやさしいまちづくり　ぽぽぽねっと

宇都宮市　おざわ小児科医院 　　　　　はなまる訪問看護リハビリステーション 小山市　　医療法人なないろ　小山メンタルクリニック 熊本県

　　　　　手塚耳鼻咽喉科 　　　　　㈱睦工業 佐野市　　柳川小児科医院 熊本市　　㈱くますま　

■一般寄付者　延べ125名（うち匿名希望17名）

※紙面の都合により、すべて
　の寄贈品を掲載できず、申
　し訳ございません。

手塚様より
おもちゃいろいろ

荒井様より折り紙

ご支援のお願い

ご寄贈

いただ
きまし

た。

多くの方々から寄贈品をいただきました。ご支援いただきました皆様に心より御礼申し上げます。
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　栃木県の登録養成機関となって2年目の今年度は、第1回
（2018/8/25～26）と第2回（2019/2/2～3）の2回の開催
となりました。
　第1回では、元栃木県社会福祉士会会長の檜山光治さんをゲ
スト講師にお招きし、県内の医療と福祉の連携の歩みや実践につ
いてお話しいただきました。第2回のゲスト講師下川和洋さん（元
都立特別支援学校教諭）からは、全国で三号研修の普及活動を
行っておられるご自身の体験を基に支援の実践等についてご講

義いただきました。また、うりずん
ご利用者家族の稲生麻希子さんに
も講師をお願いし当事者と家族の
思いを伝えていただきました。受
講者は介護職、保育士等（各8名、
計16名）でした。　　（我妻英司）

　2018年度も栃木県より小児在宅医療体制構築事業を受託し研修会等を行いました。（そ
の一部を紹介します）
　10月28日の多職種研修会は那須赤十字病院（大田原市）を会場に、県北地域の実践や課
題について学ぶ機会となりました。うりずんご利用者ご家族・岡田絵莉香さんにも講師をお願
いし、当事者の視点に立つ支援の大切さについてお話しいただきました。
　1月27日に開催した小児在宅医療実技講習会（会場：獨協医科大学）には、小児の開業医
13名、病院勤務小児科医21名、在宅医3名、医師以外の医療職（看護師等30名）の方々に
ご参加いただき、専門の先生方の講義と実技の実践を行いました。今回からは、日本医師会
生涯教育単位及び日本小児科学会専門医の単位を取得できることになりました。

【2018年度　小児在宅医療体制構築事業】
　多 職 種 研 修 会（ 8/5　会場：栃木県庁／参加者86名）
　家族支援交流会（10/6　会場：パルティ／参加者10名）
　家族支援公開講座（10/7　会場：パルティ／参加者103名）
　多 職 種 研 修 会（10/28　会場：那須赤十字病院／参加者57名）
　小児在宅医療実技講習会（1/27　会場：獨協医科大学／参加者67名）
　医師向け訪問診療同行研修（随時　2018年度8件）
　小児在宅医療に関わる医師等を対象とした相談支援事業（随時　2018年度5件）

１

2

小児在宅医療体制構築事業

第三号研修（喀痰吸引等研修）

多職種研修グループワーク

多職種研修シンポジウム

第三号研修講師　檜山さん

第三号研修講　師下川さん第三号研修実技

2018年度小児在宅医療体制構築事業＆第三号研修（喀痰吸引等研修）報告

❶写真＆作品展　リターンズ
5月23日㊍～26日㊐　10:30～18:00（最終日17：30まで）
宇都宮市民ギャラリー（宇都宮市妖精ミュージアム）　

　　　　 　宇都宮市馬場通り4-1-1　宇都宮表参道スクエア5階

❷うりずん地域交流セミナー
　「そのひとらしく最期までお家で暮らすために」
　ひばりクリニック院長　NPO法人うりずん理事長　講師：髙橋昭彦

6月12日㊌　9:45～11:45
うりずん地域交流スペース　ゆいま～る

うりずん事務局　☎028-601-7733

うりずん・関連団体等の研修のご案内です
うりずん　インフォメーション

日  時

日  時

会  場

会  場

申込み・問い合せ

　4月11日（木）宇都宮東ロータリ
ークラブの皆様がうりずんにご来所
くださり、贈呈式を行いました。

　児童発達支援
はりゆんのおと
もだちは早速ピ
ョンピョンと空
中体験をして楽
しみました。

早
速
は
り
ゆ
ん
の

お
と
も
だ
ち
が
体
験

宇都宮ロータリークラブ会長様より
髙橋理事長へ目録贈呈

宇都宮東ロータリークラブ様より
エアートランポリン
ご寄贈いただきました
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集
後
記
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記


